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他科の先生に
知って欲しい 耳鼻咽喉科編⑨

音声障害について

 国立病院機構　岡山医療センター　耳鼻咽喉科医長　赤　木　祐　介

　一般的な社会生活を送っていると音声は日常的に使うものであり、そのた
め音声障害はQuality of Lifeの低下に直結します。
　音声障害の最も一般的な原因は、ほとんどの方が経験したことがあると思
いますが急性喉頭炎です。いわゆる“風邪で声が擦れた”という状態であり
当然、内科など耳鼻咽喉科以外の科でもこの症状で受診されることも多いと
思われますが、まずは通常の上気道炎としての対応で経過を診ることになり
ます。嗄声が強い間は炎症部位を刺激しない意味と、無理に発声をして後に

悪い発声の癖がつくこと（機能性発声障害）を予防する意味で、できるだけ発声は控えるように
指導します。ただし、この際、呼吸苦を伴う様であれば喉頭浮腫など気道閉塞のリスクもありま
すので内視鏡等での評価が必要となってきます。
　次に音声障害の原因として多いのは、音声酷使に伴う声帯ポリープや声帯結節です。声帯ポリー
プは一度形成されると発声を控えてもなかなか消失せず手術が必要になることが多いとされてい
るのに対し、声帯結節は沈黙療法での退縮が期待できます。しかし、発生から長期間経過してい
ると器質化してしまい手術が必要になることもあります。これらの疾患は多くの場合、患者さん
ご自身が音声酷使に伴って嗄声が悪化してきたという自覚があり、沈黙療法である程度嗄声が軽
減するという傾向があります。
　また喫煙・飲酒・音声酷使が相まって慢性的に声帯全体がポリープ状に腫れるポリープ様声帯
という状態もありますが、これは治療のベースとして禁煙が非常に重要になります。こちらも長
期間経過し器質化していると、音声の根本的改善には手術が必要となってきますが、その改善具
合にはある程度限界があります。
　尚、数か月のうちに徐々に嗄声が増悪してきたような症例で、まず禁煙をしつつ音声酷使を避
けて数週間程度様子をみて頂いても改善がみられない場合には、喉頭癌などの腫瘍や大きな喉頭
肉芽腫などの可能性がありますので内視鏡検査が必須となってきます。当然ながら、長期喫煙歴
を有する方では喉頭癌の可能性がより高くなります。腫瘍に関連したものとしては他に反回神経
麻痺があります。これは甲状腺癌、肺癌、食道癌などの頸胸部腫瘍やそれに対する手術侵襲が原
因となり得ますが、それ以外にも胸部大動脈瘤や脳血管疾患で起こったり、特発性に起こること
もあり麻痺の原因や経過は様々です。
　その他には、加齢に伴い年単位で嗄声が徐々に進行してくる声帯萎縮という状態があります。
これは純粋な加齢に伴う声帯の萎縮性変化に加えて、高齢の夫婦二人あるいは独りでの暮らしで
あったり、定年退職後などの社会的要因で発声する機会が極端に減ることが声帯の萎縮に拍車を
かけます。この場合は会話量を増やしたり発声訓練や歌唱などで発声量を増やすことが対応策と
なります。また、声色はよく感情を表しますが心因性に発声障害を来たすこともあります。
　上記のいずれの疾患にしましても、診断には内視鏡所見が非常に重要ですので、音声障害でお
困りの症例がございましたら耳鼻咽喉科にご紹介いただければ幸いに存じます。
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　1982年（昭和57年）、３代目院長に河田隆介が就任しました。認知症治療の重要性に早くから
着目し、1990年（平成２年）に当時としては画期的であった認知症専門治療病棟（シルバーリハ
ビリテーションセンター＝SRC）を設立しました。2007年（平成19年）には、精神科治療を更に
充実させるため精神科急性期治療病棟も設立しました。また、地域に貢献すべく、デイケア、訪
問看護ステーション、グループホームを設立するなど、病院部門のみにとどまらず、併設部門の
拡充を精力的に行いました。
　2016年（平成28年）、４代目院長に河田敏明が就任しました。石井小学校、石井中学校、川崎
医科大学附属高校、川崎医科大学を卒業した、岡山に育てられた院長です。就任後はm-ECT（修
正型電気けいれん療法）やクロザピン治療等の先進的な医療を河田病院に導入し、岡山県難治性
精神疾患地域連携体制整備事業にも参入しています。
　これは私が病院運営において大切にしている３つの方針です。
　①　 「地域に根付いた病院」には、この地域に育てられたことに感謝し、これからも地域の皆

様から信頼と愛着を抱いていただける病院であり続けたいとの願いが込められています。
　②　 「質の高い医療」には、「自分や身近な人が病気になった時、河田病院なら安心して任せら

れる」と思っていただける医療を提供し続けようという覚悟と決意が込められています。
　③　 「職員が笑顔でいられる病院」には、①②を達成維持していくためには何よりも河田グルー

プが職員にとって安心して働ける職場であることが大前提であるという思いが込められて
います。

　初代院長河田大作の精神病患者さんに対する愛あるまなざしを引き継ぎつつ、常に充実した医
療をご提供できるよう、河田病院は日々邁進してお
ります。
　こうして振り返りますと、河田病院の精神科医療
はいつも岡山の歴史と共に歩んで参りました。これ
も周囲の皆様が当院の思いに理解を示し、温かく支
えて下さったお陰様であると心より感謝いたしてお
ります。皆様への感謝の気持ちを胸に、これからも
誠心誠意精進して参りますので、今後とも河田病院
を何卒よろしくお願い申し上げます。

現在の河田病院
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